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振り返りをふまえた気づき

木に触れ遊びが進むにつれ、木の違いに気付き始め五感で感じたことを言葉に
し、「ザラザラ、ツルツル、いいにおい」等と友だちと共有していた。
また、切る、磨く、塗る等の工程を楽しみ、完成すると満足気な表情や表現を自由
に伸び伸びとする姿があり、時間が足りないほどだった。

66-1344
宮園保育園

中野区中野１－２１－６
社会福祉法人高峰福祉会

②
木で遊ぼう
ワークショップ

30人

活動スケジュール

活動内容

①
木で遊ぼう
端材をボンドでくっつけよう

30人

③

テーマ：里山をつくろう！！

６０分程度

80分程度

実
践
中
の
子
ど
も
の
様
子

端材コーナーで積木のように遊ぶ、作りたい形をイメージしながら
端材をボンドで接着したり、ノコギリで切りたい端材をノコギリコーナーで
切ったり、絵の具等で色付けをして楽しんだ。

活動内容

子どもの様子
友達と会話を交え、端材で大きなものを作ったり転がす様子があった。
また、ボンドでの接着は完成をイメージし作っている子、
積み木のように重ね、高くしたり長くしたりして楽しむ姿もあった。
そして、ノコギリで木を切る事は簡単ではないが、しっかり体幹を使い
切り終えると満足気な表情を浮かべていた。
その後、紙やすりで研磨していると「ツルツルしてきた！」「いいにおい」と
五感で感じたことを声にしていた。
ボンドが乾いた木は絵の具で色付けし、紙に描く感覚との違いを感じている
様子もあった。

環境をデザインする

準備した物：端材、アクリル絵の具、筆、ボンド、ノコギリ、紙やすり
子どもたちが好きな遊びを選べるように、コーナー分けをした。
端材の他、ヒノキの枝やビワの木の枝等、複数種類用意する。

テーマ：木で遊ぼう

このテーマにした理由
子どもたちが端材遊びや、木のワークショップが好きなことから
‘木で遊ぶ‘を通してより自然に興味関心を持てるようにしていくため

問いを考える

自由な発想で木で遊ぶ中、子どもたちが五感で感じたことを
共感したり、気づきや発見を一緒に探求したりていく

④


